
予算(A) 決算 当年度決算(A) 前年度決算(B)
介護保険事業収入 468,936,000 463,559,249 介護保険事業収益 463,559,249 397,170,091
老人福祉事業収入 30,081,000 28,380,684 老人福祉事業収益 29,095,951 29,470,959
障害福祉サービス等事業収入 9,000,000 8,909,619 障害福祉サービス等事業収益 8,909,619 7,909,958
生活援助員派遣事業収入 3,689,000 3,691,776 生活援助員派遣事業収益 3,691,776 3,689,136
受取利息配当金収入 0 1,019 経常経費寄附金収益 0 10,000
その他の収入 0 1,296,994 サービス活動収益計 (1) 505,256,595 438,250,144
事業活動収入計 (1) 511,706,000 505,839,341 人件費 311,680,219 296,334,912
人件費支出 356,182,000 308,719,924 事業費 65,277,407 68,444,429
事業費支出 59,138,000 68,652,851 事務費 95,089,574 93,645,139
事務費支出 93,290,000 95,089,574 減価償却費 46,387,692 38,964,678
支払利息支出 0 614,264 国庫補助金等特別積立金取崩額 -20,387,242 -27,194,338
その他の支出 0 3,821,755 徴収不能額 0 5,482
事業活動支出計 (2) 508,610,000 476,898,368 サービス活動費用計 (2) 498,047,650 470,200,302

3,096,000 28,940,973 7,208,945 -31,950,158
受取利息配当金収益 1,120 1,683
その他のサービス活動外収益 1,296,994 1,227,394

施設整備等収入計 (4) 0 0 サービス活動外収益計 (4) 1,298,114 1,229,077
ファイナンス・リース債務の返済支出 0 7,398,864 支払利息 614,264 0

その他のサービス活動外費用 3,821,755 3,455,092

施設整備等支出計 (5) 0 7,398,864
0 -7,398,864 サービス活動外費用計 (5) 4,436,019 3,455,092

積立資産取崩収入 0 4,040,106 -3,137,905 -2,226,015
926,000 経常増減差額 (7)=(3)+(6) 4,071,040 -34,176,173

その他の活動収入計 (7) 926,000 4,040,106 施設整備等補助金収益 0 30,022,001
3,175,000 固定資産売却益 0 354,264

その他の活動支出計 (8) 3,175,000 0 特別収益計 (8) 0 30,376,265
-2,249,000 4,040,106 固定資産売却損・処分損 0 14,825,243

予備費支出 (10) 847,000 国庫補助金等特別積立金積立額 0 30,022,001
0 25,582,215 その他の特別損失 0 343,699
0 86,714,443 特別費用計 (9) 0 45,190,943
0 112,296,658 0 -14,814,678

4,071,040 -48,990,851
48,028,001 97,018,852
52,099,041 48,028,001

0 0
0 0
0 0

52,099,041 48,028,001

勘 定 科 目
(自) 令和  3年  4月  1日    (至) 令和  4年  3月 31日 

法人単位資金収支計算書
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サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2)

サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5)

特別増減差額 (10)=(8)-(9)

第１号 ほがらか 令和４年 第１号 ほがらか 令和４年

社会福祉法人 ほがらか会

こんにちは、施設長の大内です。

ほがらか苑も２Fが増床され、1年半を迎えようとしています。

新型コロナウィルス等で大変ですが、職員一同奮起しています。

さて、今回は、「妙徳山 華厳寺」通称「鈴虫寺」の広報より【和尚さんに教えても

らった大切な言葉】の一部を紹介したいと思います。

①「できないことがあるってのはね、 ちょうどいいの。

今できるようになったら、のちに役立つのだろうし、 誰かの力を借りる練習になる

かもしれないし、 工夫する力を得られるかもしれないし、 壁なんて言うのはちょ

うどいいものしかやってこないの。 かならずピッタリなの。

良いとか悪いとかじゃなく、ちょうどいいことが起きるの。

ちょうどいいと思うと、いまから目を背けず、今を生きられるからね」

② 正しいことほど、正しいと自信があるから強く、大きく、伝えてしまうけれど、正

論ほどトゲのある言葉はない。正しいことを強く言うと、相手はトゲが心に刺さら

ないように心を閉ざしてしまう。だから、正しいと強く思うことほど、やさしく、

丁寧に、大切に伝えること。

時々、SNSで見るのですが、考えさせられます。

これからも、よろしくお願いします。

発行

社 会 福 祉 法 人 ほ
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看護課

栄養課
水分補給のススメ

これから訪れる蒸し暑い季節は、水分摂取が不十分な事が一因となり、室内でも熱

中症になることがあります。また、脳梗塞や心因梗塞等も水分摂取量の不足が発症リ

スクの一つになります。脱水状態になると、体温調整ができないため体温が上がり汗
や尿が出ないため老廃物が溜まり、全身の機能障害が起こります。

一日に必要な水分は、1.2Ⅼを目安に摂り利尿作用がない水や麦茶がお勧めです。多

量に汗をかくなどして、脱水症状がある場合には経口補水液を摂るようにしましょう。
入浴中や就寝中はたくさん汗をかき水分が不足がちになるので「起床時」と「入浴

前後」には意識して水分をとるようにしましょう。

ほがらか苑の周りで美しい花々が咲き乱れる季節になりました。
桜 ハナミズキ モクレン ツツジ そして紫陽花の蕾が膨らみ始めています。

早いもので2階のフロアーがオープンして1年と5カ月が経ちました。

丁度コロナウイルスが世界的に猛威をふるい始めたころだったので、毎日が

危機感に包まれていました。
一人一人が感染予防に取り組み、利用者様の体調管理を確認し、可能な限り

感染予防に努めて取り組んでまいりました。

現状で施設内の感染拡大は無く経過し、利用者様、職員の3回目のコロナワク
チン接種が無事終わりました。

まだまだ予断を許さない状況下ではありますが、引き続き日常の中で感染予

防を行い、穏やかに楽しく過ごせるよう努めていきたいと思っています。

リハビリ課
人気の訓練 お散歩コース

春も過ぎ、気候は徐々に初夏へと移り変わる今日この頃です。
外を歩いていても風が心地よく感じられるようになりました。

天気の良い日には空の青も濃くなり、植物の新緑とのコラボレーションが目を楽し

ませてくれます。
利用者様に是非この気持ちを感じて頂きたく、リハビリの際には外へ散歩・散策へ

とお誘いしています。施設周辺は緑が多く、桜が散った後からは、つつじがキレイに

咲いて利用者様の目と心を楽しませてくれます。

散歩・散策は、利用者様の身体能力によって方法は異なります。車いすを使用され
ている利用者様は車いす介助にて行います。また、歩ける利用者様でも持久力は様々

で歩行距離の調整を行っています。

写真にある「きんじょう橋」は、施設から片道300メートルほどにあり、「大黒橋」

「つきじじょうない橋」につぎ3本目の橋です。しっかりと歩く事ができる利用者様
は、この橋までを往復して気分をリフレッシュされています。


